
緒言

弁当とは一般に携帯できる家庭の手作りによる

食事をさし、家庭内食の一環にあたる1）。現在、

中食が進出し、市販による弁当の需要も伸びてい

る2）。しかしながら、近年、景気の停滞が続き、

食費節約のため、外食を控え家庭の手作りによる

弁当を持参する傾向が高まりつつある3）。また、

海外においても経済性や健康志向から機能的な日

本の弁当箱に注目が集まっており、日本型弁当ブー

ムとなっている。そのような背景から、女子大生

を対象に、どのような弁当箱が便利で機能性があ

り、人気があるかを調査し、現在の時代にあった
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Abstract

Thisstudyfocusedonfemalestudentstoexaminethetrendofbrown-baglunchandsurveyedthestudents・

awarenessofthefactorsconsideredwhilepreparinglunch.Thissurveywasconductedin2009,andthepartici-

pantswere72freshman-yearfemaleuniversitystudents.

Thesurveyresultsconfirmedthatthestudentsbroughtabrown-baglunchmorethan70％ ofthetime.

Theirreasonsforbringingtheirownlunchwerethatitwas・economicalandthusonesavesmoney・（60％）

andthatitwas・goodforone・shealthasithadwell-balancednutrition・（13％）.Incontrast,thosewhodidnot

bringanylunchsaidthattheydidnotwishto・prepareitandwashthelunchbox・（45％）and・there・sno

build・（27％）.Fifty-threepercentofthestudentspreparedtheirownlunch,whereasforty-sevenpercentofthe

studentswouldaskafamilymembertoprepareitforthem.Manystudentsalsopreparedlunchfortheirre-

spectivefamilies.Thefactorsconsideredbytheparticipantswhilepreparinglunchincludednutrition（38％）,

sanitation（29％）,andthefinancialaspect（25％）.Whileseveralstudentsconsideredbothnutritionalbalance

andeconomicsavingsasimportantfactors,manyothersfocusedonlyonthehygienefactor.Participantsmen-

tionedthattheywouldalsopreferalunchbox・thatcouldkeepfoodwarm,・・thatwasairtight,・・thatcould

holdsoupwithoutitleaking,・・thatwaseasytoclean,・and・thatdidnotholdsteampressure.・
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弁当について考えた。さらに、女子大生がどのよ

うな弁当箱を持参し、弁当に気配りしているかな

ど弁当に関する意識および実態を把握し、さまざ

まな方向から弁当に関する意識調査を行なった。

弁当を作るためには、弁当箱の形態、栄養面、弁

当の作りやすさ、食べやすさ、量や衛生面などの

心配り、食欲増進のための工夫など弁当作りの多

様なポイント4）5）6）が考えられる。

本調査は、現在の弁当について考える食育を目

的とし、女子大生の立場から、弁当箱の形態およ

び模様、弁当の栄養、加工食品の利用、家庭での

作り手、気を使う点など弁当の意識についてアン

ケート調査を行い、さらに今後の課題について考

えた。

研究方法

1．調査対象者

調査時期は2009年、大学1年19～20歳の女子大

生72名を対象として昼食時における弁当持参の状

況、弁当に対する意識に関するアンケート調査を

実施した。

なお、本アンケートは事前に本研究の趣旨を説

明するとともに、回答内容が学業成績に影響しな

い旨を説明し、調査対象者の同意を得て合意のも

とに調査を行った。

2．調査の概要

調査対象者にアンケートによる質問紙調査を実

施した。アンケート調査質問用紙の様式を図1に

示した。回答は「はい」か「いいえ」または記号

の選択で結果がわかりやすいように努めた。また、

「いいえ」と回答した場合は理由を記述できるよ

うにした。

調査は女子学生が弁当を通して、普段の食生活

をどのくらい考えているか、アンケート調査によ

り食生活の意識を明らかにし、食生活の見直しに

役立ってもらえるように努力した。

結果および考察

1．アンケート調査による各質問項目

（1）「あなたは普段、お弁当を持ってきますか」

の問い（図2、表1）

弁当を持参することは、食費の節約だけでなく、

食育、栄養のバランス、塩分や油分の摂取量の調

整、健康管理ができるなどメリット4）5）6）が多い

と考える。図2に示したように「はい（持参する）」

は72％、「いいえ（持参しない）」は28％と7割以

上の学生がお弁当を持参することが確認された。

持参する理由として「経済的、節約になる」が60

％と最も高く、次いで「体に良い、栄養のバラン

スが良い」の回答が13％、「作ってもらえるから」

が9％、その他は18％であった。一方、弁当を持

参しない理由として、「作る、弁当箱を洗うのが

面倒」が45％、「作る暇がない」が27％、「誰も作っ

てくれない」が18％、その他は10％であった。

（2）「お弁当箱の形は「2段」ですか、それと

も「1段」ですか」の問い（図3、表2）

弁当箱の形態（「1段」または「2段」）に関し

て単回答にてアンケート調査したところ、「2段」

が57％、「1段」が40％、「どちらも使用」が3％

であり、形態は「2段」が多かった。「2段」の

理由は、「おかずとご飯を分けて入れる」32％、

「量が多く入る」30％があげられ、その他の理由

として「洗いやすい」「盛り付け（詰め）やすい」

「重ねて小さくなる」などが38％であった。「1段」

の理由は、「2段は量が多く入る」が50％、「2段

は重く、かさばる」が23％、「1段の方が使いや

すい、食べやすい」14％、その他は13％であっ

た。弁当の形態は好みの問題であるが、おかずと

ごはんを分別できる、量を多く入れられる、重ね

てコンパクトになるなどの機能を重視した回答が

主であった。

（3）「お弁当箱はキャラクター付ですか、それ

ともシンプルですか」の問い（図4、表3）

お弁当の楽しみは、弁当箱の形態も関係し、食

欲促進のためには、弁当箱の模様も重要と考える。

単回答にてアンケート調査したところ、「キャラ

クター付」は51％、「模様はシンプル」は42％、

「どちらも使用」は7％であった。キャラクター

付と答えた理由は「可愛い」54％、「値段が安い」
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お弁当に対する食育アンケート

［ 男・女 年齢： ］

1－1．あなたは普段、お弁当を持ってきますか。

はい いいえ

1－2．お弁当を持ってくる理由、持ってこない理由をそれぞれ書いてください。

2－1．お弁当箱の形はAのような2段重ねですか。それともBのような1段ですか。

A B Cその他（ ）

2－2．なぜ1段か、なぜ2段かの理由をそれぞれ書いてください。

3－1．お弁当箱はAのようなキャラクター付ですか。それともBのようなシンプルですか。

A B Cその他（ ）

3－2．なぜキャラクター付きか、シンプルな模様か理由を書いてください。

4．お弁当のおかずにはどのような栄養に気を使っていますか。

a．主食をきちんと取るようにしている

b．野菜をなるべく取るようにしている

c．肉類などタンパク質を取るようにしている

d．栄養に気を使わず、好きなものを入れる

e．簡単に作れるものを入れる

f．その他（ ）

5．お弁当にレトルト品や冷凍食品を使用していますか。

はい いいえ

6．お弁当は自分で作りますか。

はい いいえ

7．お弁当で一番気を使うことは何ですか。

衛生面 金銭面 栄養面 その他（ ）

8．こんなお弁当箱があるとよいと思うものがありますか。（麺用弁当箱など）

図1 アンケート調査質問用紙



20％、「好きなキャラクター」20％、「もらいもの」

6％と回答内容から女子大生らしい回答であった。

シンプルと答えた理由は、「キャラクターは好き

だが今はシンプルなものを使用」34％、他に「キャ

ラクター付きは小さい、恥ずかしい、飽きる」な

どの回答があった。
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図2 あなたは普段、お弁当を持ってきますか

いいえ，

28％

はい，

72％

表1 弁当を持ってくる理由、弁当を持ってこない理由 （複数回答）

弁当を持ってくる理由 ％ 弁当を持ってこない理由 ％

弁当は経済的、節約になるから

体に良い、栄養バランスがよいから

作ってもらえるから

学食や買物に行くのが面倒だから

ごみが出ない、家の余った食材が無駄にならない

好きなものを食べられるから

料理する回数を増やしたいから

市販のものはカロリーが高いから

外食は飽きるから

一緒に食べている友達が弁当だから

60

13

9

4

3

3

2

2

2

2

作る、弁当箱を洗うのが面倒だから

作る暇がないから

誰も作ってくれないから

荷物になるから

学食で食べるから

45

27

18

5

5

図3 お弁当箱の形は「2段」ですか、それとも「1段」ですか

1段，40％ 2段，57％

どちらも使用，

3％



（4）「お弁当のおかずにはどのような栄養に気

を使っていますか」（図5）

「野菜をなるべく摂るようにしている」36％、

「主食をきちんと摂るようにしている」24％、「簡

単に作れるものを入れる」22％、「肉類などタン

パク質を摂るようにしている」11％、「栄養に気

を使わず、好きなものを入れる」7％であった。

この回答は単回答で、お弁当のおかずには野菜を

取るように心がけている学生が多く、ビタミン、

ミネラル、食物繊維の摂取に気を使っていること

が推察された。今回の調査は具体的な食品の摂取

の意識については調査を行わなかったが、今後は

各々の食品の摂取についても調査したいと考えた。
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表2 「2段」弁当箱を使う理由、「1段」弁当箱を使う理由 （単回答）

2段弁当箱を使う理由 ％ 1段弁当箱を使う理由 ％

おかずとご飯を分けて入れるため

量が多く入るから

家にあったもの、もらいものを使用

洗いやすいから

盛り付け（詰め）やすいから

重ねて小さくなるから

バランス良く食べられるから

32

30

15

9

6

6

2

2段は量が多く入るから

2段は重く、かさばるから

使いやすい、食べやすいから

2段はたくさん入り,おかずを考えるのが大変

ダイエットのため1段がよい

50

23

14

9

4

図4 お弁当箱はキャラクター付きですか、それともシンプルですか

シンプル，42％
キャラクター，

51％

どちらも使用，

7％

表3キャラクター付き弁当箱を使う理由、シンプルな弁当箱を使う理由 （単回答）

キャラクター付き弁当箱を使う理由 ％ シンプルな弁当箱を使う理由 ％

可愛いから

値段が安かったから

好きなキャラクターだから

もらいもの

54

20

20

6

キャラクターは好きだが今はシンプルなものを使用

キャラクター付きは小さいから

恥ずかしいから

飽きるから

柄がとれて汚くなるから

シンプルなため内容を充実する工夫をする

シンプルな方がおいしそうだから

34

11

11

11

11

11

11



（5）「お弁当にレトルト品や冷凍食品を使用し

ていますか」（図6）

現在、レトルト品や冷凍食品などの加工食品は

ニーズに合わせたお弁当用の商品が多く出回って

いる。弁当にレトルト品や冷凍食品を使用してい

るか調査したところ、「はい（使用している）」は

87％、「いいえ（使用していない）」は13％であっ

た。8割以上がレトルト品や冷凍食品のような加

工食品を抵抗なく利用しているという結果であり、

加工食品の技術の向上から今後さらに利用が多く

なると考えられた。家計調査によると調理食品の

食料消費支出の割合は年間１世帯あたり11％と1

割以上が調理食品に使われている。弁当に関して

も、一般に加工食品が用いられることが考えられ

た。

（6）「お弁当は自分で作りますか」（図7）

弁当を自分で作る問いに対し、「はい（自分で

作る）」は53％、「いいえ（家族が作る）」は47％

と家族に弁当を作ってもらう学生が多くみられた。

この結果から親と同居の学生は今までに自分が食

事を作った経験が少ないことがうかがえた。今回

の調査の対象は、栄養士を志す学生が対象ではな

かったため、家族に頼る者が多かった可能性も考

えられた。今後、栄養士コースの学生を対象にす

るなど学科の違いによる調査を行いたいと考えた。
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図6 お弁当にレトルト品や冷凍食品を使用していますか

はい，

87％

いいえ，

13％

図5 お弁当のおかずには、どのような栄養に気を使っていますか

タンパク質を

摂る，11％
野菜を摂る，

36％

気を使わない

7％

簡単なもの

22％

主食を摂る，24％



（7）「お弁当で一番気を使うことは何ですか」

（図8）

弁当で一番気を使うことは、「栄養面」38％、

「衛生面」29％、「金銭面」25％、「見た目・いろ

どり」5％、「おいしさ」3％の順に回答が多く、

栄養バランスや節約を目的で持参する学生が多い

他に、衛生面に気を配っている学生が多いことが

確認された。食品の衛生については重要であり、

現在、食の安心・安全に関しては関心の高い項目

であり、栄養も大切であるが、衛生面が最も重要

と考える。金銭面の回答率も比較的高かったが、

食材の有効利用を考え、調理や保存方法を工夫し、

無駄や廃棄を少なくする工夫を身につけたいと考

える。また、見た目やおいしさなどの嗜好性も大

切である。今回は重複回答を要求しなかったため、

ひとつ取り上げた場合、栄養面が最も多い回答と

なった。

（8）「こんなお弁当箱があるとよいと思うもの

がありますか」（表4）

弁当箱の希望として、「保温性のある弁当箱」、

「密閉性の高い弁当箱」、「汁物（スープ、カレー）

が入る弁当箱」、「保冷性の高い弁当箱」、「たため

る（小さくなる）弁当箱」、「仕切りの多い弁当箱」、

「油汚れが落ちやすい弁当箱」、「自分の好きなサ

イズのおにぎりが入る弁当箱」、「小分けになって

いる弁当箱」、「水蒸気が付かない弁当箱」が挙げ

られた。今回挙げられた要望に対しては、既に市

場に出回っているものもあるが、このような弁当

箱は、高価なものが多く、実際には家にあるもの、
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図7 お弁当は自分で作りますか

はい，

53％いいえ，

47％

図8 お弁当で一番気を使うところは何ですか

衛生面 29％

見た目、いろどり

5％

栄養面

38％

おいしさ

3％

金銭面

25％



あるいは手軽に購入できる価格の弁当箱の利用が

多いことが示唆された。この調査から弁当箱の商

品開発に繋がるアイディアが出された。

近年、食育の必要性が大きく取り上げられ、食

育を推進していくことが重要となっており、食育

への関心が年々増加している。食育とは、望まし

い食習慣のための知識を身につける教育であり、

弁当作りに関する知識を得ることも大切であ

る7）8）。今回のアンケート調査から、各自の弁当

作りの見直しができ、学生ひとり一人が自分の弁

当作りについて考える時間を持つことができた。

この調査から女子大生の弁当作りで意識されて

いることは、食品の知識、衛生上の注意、栄養の

バランスに関する知識であり、他に節約などがあっ

た。これらを意識することにより、より良い弁当

習慣が得られ、弁当を通して普段から食生活につ

いていろいろな角度から考えることができた。学

生が健康で生活の質を向上させるため、また、今

後、食を提供するものとして、大学の授業の中で

も食育を充実していくことがさらに重要であると

強く感じた。現在、ファーストフードなどの外食

産業やコンビニエンスストアーなどの中食産業が

進出する中、調査した女子大生の7割以上が家庭

で作る弁当を昼食に持参しており、昔からの手作

り弁当は減少傾向ではなく、時代とともに進化し

ていることが推察された。このアンケート調査結

果から、弁当は流行があり、ライフスタイルが多

様化する時代に合わせたさまざまな弁当があり、

冷凍食品やレトルト食品を上手に利用し、機能的

な弁当箱に入れた弁当がこれからも出てくること

が考えられた。今後も時代にあった弁当の調査を

行いたいと考えた。

今回の調査は家族と同居、ひとり暮らしなどの

対象者の属性については調査しなかったため、今

後は対象者の属性を調査項目に含め、さらに詳細

なデータを得ることが必要と考えた。今後もアン

ケート方式で分かりやすく、食生活の見直しを目

的とした女子大生だけを対象にせず、年齢別に弁

当の利用について調査、検討していきたいと考え

た。さらに、時代にあった弁当について調査して

いきたいと考えた。
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表4 こんなお弁当があるとよいと思うものがありますか（単回答）

あるとよいと思う弁当箱 ％

保温性のある弁当箱

汁がこぼれない、密閉性の高い弁当箱

汁物（スープ、カレー）が入る弁当箱

保冷性の高い弁当箱

たためる（小さくなる）弁当箱

仕切りの多い弁当箱

油汚れが落ちやすい弁当箱

自分の好きなサイズのおにぎりが入る弁当箱

小分けになっている弁当箱

水蒸気が付かない弁当箱

33

23

18

5

5

5

5

2

2

2
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要旨

女子大生を対象に、昼食時における弁当持参の状況、

弁当に対する意識に関するアンケート調査を行った。

調査時期は2009年、大学1年の女子大生72名を対象と

して実施した。

アンケート結果より、 7割以上の学生が普段弁当を

持参していることが確認された。持参する理由として

「経済的、節約になる」が60％と高く、次いで「体に良

い、栄養のバランスが良い」の回答が13％であった。

一方、弁当を持参しない理由は、「作る、弁当箱を洗う

のが面倒」45％、「作る暇がない」27％であった。弁当

を自分で作る学生は53％、家族に作ってもらう学生は

47％と、家族に弁当を作ってもらう学生が多くみられ

た。弁当で一番気を使うことは、栄養面38％、衛生面

29％、金銭面25％となり、栄養バランスや節約を目的

で持参する学生が多い他に、衛生面を重視している学

生が多かった。弁当箱への希望として、「保温性のある

弁当箱」、「密閉性の高い弁当箱」、「汁物が入る弁当箱」、

「油汚れが落ちやすい弁当箱」、「水蒸気が付かない弁当

箱」など機能を重視したものが多くあげられた。

（2011年10月3日受稿）
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